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• 大強度陽子加速器を基盤にした
研究施設
– 日本原子力研究開発機構（JAEA) と高エ

ネルギー加速器研究機構(KEK)が茨城

県東海村に建設した、世界最高レベル
の陽子加速器により様々な分野の最先
端の研究を展開する施設。

– 物質科学、生命科学、原子力工学(JAEA)、
原子核・素粒子物理学(KEK) など広範な
研究分野を対象に、

– 中性子、ミュオン、ニュートリノなどの多
彩な二次粒子を用いた新しい研究手段
を提供し、

– 基礎科学から産業応用まで様々な研究
開発を推進する

Ｊ－ＰＡＲＣとは？
Japan Proton Accelerator Research Complex

連携研究機関：
国内 東大・京大・名古屋大・阪大・岡山大・茨城大など２１学術機関
国外 ４７研究機関

J-PARC

ポール・ゴーギャン 1897-1898年作 ボストン美術館所蔵
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神岡に向けてニュートリノビーム

ハドロン実験施設

物質・生命科学実験施設

現在：0.620 MW 

現在：0.510 MW (FX)
：0.055 MW (SX)
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宇宙物質の起源：

創生期
小林益川理論を超えるCP非保存・荷
電レプトンミュオンの役割

物質・元素の起源：

形成期
クォークから陽子・中性子ができて、
＊重合反応で軽い原子核の生成
＊星の中で、鉄程度まで
＊超新星爆発などで、さらに重い原子核

物質・生命の多様性：

創発期
超電導、磁性など多様な物性の発現
地球・生命の起源と進化
エネルギー材料、新材料の発見

人間 vs “反人間”

多様な物性と生命の進化
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中性子星 or ブラックホール

CP非保存の謎
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地球誕生と進化

NHKスペシャル
「地球大進化」より



ニュートリノ振動実験 T2K(Tokai to Kamioka)

宇宙と物質の起源に迫る！なぜ反物質は消えたのか？
粒子と反粒子に違いがあるから（＝CP非保存）？
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2020年4月 Nature誌で発表
粒子・反粒子の違いを表すパラメータを強く制限
（NewYork Timesなど、世界中で報道）

 2020年の10大発見に選出

第４０回猿橋賞受賞の
京大 市川温子准教授



物質形成の理解に貢献する

超原子核の発見
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J-PARC での実験から
中性子星という超高密度での“核力”を理解岐阜大学 仲沢和馬教授 仁科賞受賞！

写真は岐阜新聞オンラインより

金やプラチナの起源は、中性子合体か？
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“創発期”の成果から プレスリリース

月に１−２本のプレスリリースがあり、一般紙にも取り上げていただいています。



中性子産業利用推進協議会

• 主な活動内容
– 研究会・測定技術講習会

– 産学連携強化のための要望書
提出（文科大臣あてなど）
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学術・産業における連携関係
組織の壁を超えて協力できる体制作り

茨城大学・新専攻設置
J-PARCの講義と演習で、先端科学と

その施設運営にダイレクトに触れる
機会を次世代を担う若者に。

クロスアポイントメントによる連携研
究室の運営で人材交流を促進。

国内大学との連携

産業界との連携

大阪大学 京都大学

大学のJ-PARC分室設置
先端施設を用いた大学院教育、将来の施設創りができる人材育成に
大きく貢献。阪大・京大（設置済）を皮切りに、多くの大学が検討中

ESS との協力
建設中の欧州中性子施設ESSにJ-PARCで
培われた技術を活かし、研究交流を促進

カナダTRIUMF との協力
実験における研究協力だけでなく、人材交流、施
設整備や保守管理におけるノウハウの交換など

九州大学

名古屋大学

岡山大学

海外研究機関との連携

米国ORNLとの協力
（2019/08/07) 
中性子施設SNSを持つオークリッジ国立研究所

との協力協定を締結。米国エネルギー省科学局
クリストファー・フォール局長と協定書に署名。

J-PARC 産業フェローシップの拡大
先端施設のフロンティアを熟知する企業人の人材育成



新型コロナウイルス感染症への対応

• 社会を守る
– 職員と来訪者に感染予防策を励行

– 状況に応じて、リモートワークを推奨

• 現場を守る
– マスク、消毒、換気、３密回避など、

基本を徹底

– 体調管理、行動記録の提案

• 教育と研究、すなわち未来を
守る
– 海外からユーザーが来られない状況

への対応方法、連携の方法について
、議論を深めている

– リモート講義、実験、演習などへの対
応

国際ユーザー利用施設の新しい研究様式を議論中。上は、
世界の中性子施設を繋いだCOVID-19 対応会議
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11年を経て、新しいフェーズへ！

g-2/EDM

• 新しいフェーズへ！

– 素粒子・原子核

• ハイパー・カミオカンデで世
界を牽引

• ミューオン基礎物理：標準模
型の綻び

• 超高密度物質の研究へ

– 物質・生命科学

• 水素・生命・エネルギー問題

• さらなる産業界との連携

• 第二標的・ビームライン拡充
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まとめ

• J-PARC は大強度陽子ビームを背景に多様な
量子線科学を進める多目的研究施設
– 素粒子・原子核物理研究 （宇宙における創生期、形成期に対応）

– 物質・生命科学研究（形成期から創発期に対応）

– それらを支える加速器科学、材料科学の研究

– 多分野の交流から、より根源的な問題に取り組める

• 新物理法則、新物質の発見を通して、人類の知の
フロンティアを拡大し、人類共通の課題に挑戦する
ことで未来を加速していきます。

• 今後も、J-PARCの研究活動にご理解とご支援をお
願いします。
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